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1．ほじめに
　人々が，宗教集団に加入する形態には，種々
様々な形がある。加入に関する基本的な論点に
関しても，各宗教集団の数だけヴァリエーショ
ンがあると言えよう。しかし，共通して問題と
されるものもあ孔それは，人々がどのような
形で宗教集団に加入し，またその成員として役
割を担りていくかという点である。加入した成
員が，次はいかなる理由でその宗教集団から離
脱していくかという点も注目される。これらの
点についても，宗教集団独自の特性によって異
なる面もあろうが，人々が集団に入って，出て
いくまでの時間的経過に応じて，各論としての
加入理論が存在することも事実である。時系列
的な時間の推移に従って，宗教社会学の様々な
加入に関する研究が，その段階に応じて問題と
されているのである。
　本稿は，宗教加入をめぐる理論整備のために
企図されたものである。そのために本稿は，宗
教加入に関する既存の研究から，その理論の一
部を整理し・諸個人が宗教第団へいかなる形で
加入し，いかに成員資格を得ていくかを時間的
な推移を通して問題としている。従って，この
検討を通して，宗教加入の実証的研究に何らか
の形で貢献出来ればと考えてい孔そこで，2
節においては，宗教加入の原初形態を，Eデュ
ルケームの理論から類推する。3節では，V．タ
ーナーの儀礼の過程の理論から，加入時の形態
について論じ孔次に，4節では，加入時の原
因をめぐる理論を杜会的剥奪の理論から再構成
する。5節では，’加入後に，成員が，いかに宗
教集団にコミットするかを論じ孔さらに6節
で，加入後の問題を視点を変えて論じたい。特’
に近年の宗教加入に関する諾問題を「新新宗
教」からの離脱との関係において示すつもりで
あ乱これらの一連の叙述を通じて・一般に，
諸個人が宗教集団に加入する際に，時間に応じ
ていかなる状況を経験するかが幾分なりとも，
明らかになるであろう。実証的な研究ではない
が，加入の諸段階の説明に適する諸事例を，節
ごとに簡略に提示するつもりでいる。
2．宗教加入の原初形態
　宗教集団への原初的な加入をめぐる代表的な
見解は，E．デュルケームのr宗教生活の原初形
態』o〕のトーテミズムの研究から示唆される。．
デュルケームは，その著作で，原始人の行う
「主要な儀礼的態度」ωの分析を行う過程にお
いて，「何人も，自らをしだいに聖界に誘う一
種の予備的入信（initiatiOn）に服することなし
には，何ほどか重要な宗教的祭儀に参加するこ
とはできない」㈹と述ぺて，集団への加入に際
して一つのステップが確実に存在することを提
示している。しかもそのステップにおいて，
「人は，自分のうちの俗なるものを剥ぎ去るこ
とを条件としてだけ，聖物と内密な関係に入る
ことができる」ωと指摘している。このよう
に，宗教集団の内と外を隔てる境界は，聖と俗
を区切るものであることを述べている。デュル
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ケームによれば，宗教生活の属性と考えられる
「聖的存在」｛5〕は，人々が「聖を俗から分離す
る柵」㈹・すなわち境界を通過してのみ可能と
なるのである。このことは，「宗教生活の原初
形態」だけに妥当する事実ではなく，現代社会
の諸宗教にも敷桁される。現代杜会において
も，’諸個人が新しく集団に加入するに際して，
少なくとも過去の様々な属性を排除し，新しい
「水」に馴染まなければならない。成員にとっ
て過去の遣物をいかにはやく脱ぎ捨て，いかに
新しい衣に着替えるかは，時代を隔てて共通し
た問題となってくる。
　デュルケームは・まず原住民達は，「成人式」
において，「アルンタ族がインティチュマ（In－
tichiuma）と呼ぷもの」ωを通過する必要があ
ると述べている。これは，「若者を部族の伝統
に新入させるため，その面前で上演される祭儀
を指す」㈹もので，一般に「動植物の豊饒を保
証することを目的」｛9〕．として，共にトーテム動
物を食する儀式とされる。この「成人式」に必
要な諾儀礼は，原住民が同じ部族の民として共
同の生活を行う者と認知されるに至る，集団へ
の加入の実際を最も原初的な形で提示している
ものである。これは，まだ「成人式」．における
「儀礼的演出」｛1ωであるだけでなく，宗教的に
「礼拝の性質」｛u〕をとっており、「宗教の重要な
一要素一娯楽的・美学的な要素」α2〕を持っ
ているのである。このことは，原初的な部族の
集団への加入が，実際は上言己のようなイニシエ
ーションの過程をへて，宗教的祭儀を主宰する
諸部族の一員として，組み込まれていくことを
示している。このような視点は，デュルケーム
の指摘するように，「トーテミズムだけに特定
ではなくて，一般に，宗教とは何であるか，を
了解する助けとなりうる」｛13〕ものであり，宗
教加入の実際をめぐる論点に，多くの貢献をな
す。
　たとえば，キリスト教会では，この加入式に
相当する「洗礼式」をへて，会員資格が与えら
れる。この際に，新しく会員に志願するもの
は・通常「求道者」会と称されるような洗礼の
ための準備会において，様々な点で準備をす
る。その結果，ある水準に達したと認められた
場合に，洗礼を授けることが許可されている。
この過程をへて，さらに会員としての自覚を明
確にするために，「聖餐式」に参加が許され，
聖餐の礼典にあずかることが出来る。この場
合，洗礼式は，宗教儀礼の観点から言えば，明
らかに，「宗教加入式」に相当するものであり，
E．デュルケームのいう「柵」に相当する。この
儀礼は，全身を水に浸すか，頭の上に水を注ぐ
という儀礼を通して，それ以前の自己を捨て新
しく会員としての自覚を促される’ことになる。
このような，洗礼式は，形を変えて現在にまで
継続されて来ているが，もとは初代教会におい
て見られるものである。福音書の中には，すで
に形をもって，主イエスがバプテスマのヨハネ
によって洗礼を授けられている姿が存在してい
る。この洗礼式は，デュルケー’ム流にいえば，
聖と俗を区分する「柵」の働きをするものであ
り・聖的存在への加入式ということが出来る。．
　特にr世俗社会における宗教集団の経営」ω
という論点が，今日の「世俗社会の宗教」にお
ける重要な問題として提起される時代にあっ
て，この宗教加八の論点は，集団の継続性，集
団防衛を目的とする点においても，非常に重要
な問題となっている。なぜなら「経営してゆく
宗教集団」㈹という視点は，単に　「宗教団体
に関する課税問題」㈹にとどまらないで，膨
張する宗教集団の資産を・維持存続させるた珍
にも・宗教加入を集団維持のために明確に位置
づけざるを得なくなっているのである。また膨
らむ集団経営の費用を捻出するためにも，多く
の信者を獲得していかねばならないことは言を
またない。宗教集団といえども，「社会の機能
分化の激化」‘17〕にともなって，多くの大衆の
好み牢あわせるために，「多様な組織が形成さ
れかつ相互に競争するようになっ．てくる」㈹
時・信者に明確な信者としての意識を植えつげ
る努力を行わざるを得ないのである。
　宗教加入には多くの例があろうが，いずれに
せよ・デュルケームが指摘しているように，宗
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教加入は，儀礼的な要素を濃厚に持ちながら，
新しく加入する共同社会の一員としての資格を
与え，自覚を促すものなのである。しかもその
加入は，成員が必ず通過しなければならないと
いう点で，宗教生活の基本的な過程であると言
うことが出来よう。キリスト教の加入の一例を
あげるにとどまったが，「柵」の存在は集団全
般に通じるものでもあり，「柵」を，充分なる
「演出」を伴った儀礼を通過して，成員は，「う
ちわ」としての意識，内集団の意識を持つに至
るのである。それが，結果的に，集団の存続の
視点においても，意義を持ってくるのである。
3．加入の時間的推移
　宗教加入を時間的に理論化した研究の中で
は，文化人類学者W・ターナーの「リミナリテ
ィとコムニタス」に関する研究が重要である。
彼は，その著丁儀礼の過程』09〕の中で，「中央
アフリカにおける儀礼の研究」t20〕を通して，ア
ーノルド・ヴァン・ジェネップの通遇儀礼に関
する論点を参考にしながら集団への加入を問題
とした。ターナーは，その著作で，直接的には
宗教集団に焦点をあてて議論しているわけでは
ない。しかし，ターナーの理論は，宗教集団へ
の加入を問題とする場合にも有効な論点を与え
てくれる。
　ターナーは，アーノルド・ヴァソ・ジェネッ
プのいう通過儀礼の段階を指摘しながら，’「ヴ
ァン・ジェネップは，通過儀礼ないし鵯移行”
の儀礼はすべて，分離separation・周辺甲ar－
gin（あるいは”刎肋，ラテジ語で0敷居”を意
味する）・再統合一aggregati㎝の三段階によっ
て特徴づけられるこ≒を示している」（21〕と述
べている。この三つの「分離・周辺・再統合」
という段階は，宗教集団の加入に関する時間的
推移にも適用出来るものである。この三段階
は，前節において問題としたE．デュルケーム
のいう「俗」から「聖」へと移行する過程とも
関連していると考えられ，「俗」と「聖」の間
を分離する「柵」の直前の存在こそが，ジェネ
ップのいう「周辺」という概念に相応するもの　・
とも推察できる。このデュルケームのいう「柵」
の場面こそ，宗教加入者が，ジェネップのいう
集団の「境界Jにはりつき始めた時期であ孔
「分離」の段階は，集団の境界である「柵」に
至る前の段階である。それは，いまだその宗教
集団を知らない段階から，集団を知り，集団か
らの熱心な勧誘により，集団の門を入ろうとす
る直前，「周辺」に至るまでの段階と考えられ
る。「境界」の段階は，いわゆる「リミナリテ
ィ（境界性）」の段階であり，r境界にある人間
（口敷居’の上の人たち）」㈱　といわれる状況で
ある。この段階は，「境界にある人たちは，こ
ちらにもいないしそちらにもいない」㈱　とい
うターナーの指摘に，最もよくあてはまる時期
である。次は，「再統合」の段階であり，この場
面では，加入者は加入した集団内に「安定」し
た地位を得て，r他者に対して，明白に規定さ
れている｝構造的な”型の権利と義務を持って
いる」㈱段階である。「続合」する前の境界状
況としての段階，リミナルな段階においては，
「修練者は，タブラ・ラサ，すなわち白紙の状
　　　　　　　　　　　　　　　　　ポユトリ…ナル態」㈱であって，その白紙の上に「境界状況
以後の諸属性」㈱〕を獲得していく。しかし，
このリミナルな段階である加入者が鵯敷居”に
へりつく段階は，いまだ集団に明確に受け入れ
られていない「統合」されていない段階であ
る。ターナーは，この段階の社会状況を「コム
ニタスCommunitaS」と呼び，すでに人々が集
団に入りこんだ「安定」した「構造」の状況と
区別している。ちなみにターナーによって，
一敷居”の上にある段階と，加入者が加入式を
すませて集団の中に取りこまれた段階の諸属性
を一部列挙すると以下の通りであるt27㌧
　　リミナルナ状況　　安定した状況
移行　　　　　　状態
全体　　　　　　部分
同質　　　　　　異質
コムニタス　　　　構造
平等　　　　　　不平等
匿名　　　　　　命名の体系
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財産の欠如
身分の欠如
序列の欠如
謙虚
聖なる教訓
単純
財産
身分
序列の識別
地位に対するプライド
技術的知識
複雑
　要するに，集団の加入に際しては，人々は，
上記左側のリミナルな状況の特性である「分類
あセット」伽〕から，右側の特性が示す「構造」
が意味する「人間の全人格との関わり合い」㈱〕
に巻き込まれていく。左側，コムニタスの段階
にいる人々は「’端の人’edgemanである」｛30〕
ことが多く，彼らは集団の鵯端”にへりついて，
右側の「構造」の世界へと「社会構造の裂け目
を通って」‘31〕割り込んでいくのである。
　ところで・この宗教加入の時問的推移に関す
る興味深い研究に，W．デービスの｝一燈園”
共同体の研究㈱がある。デービスは，そこで，
ターナーの理論を引用しながら，集団そのもの
の移り変わりを示しつつ，信者がまったくその
集団に無関係の段階から，リミナリティーの段
階を経て，安定した段階に至るまでを示してい
る。デービスは，一燈園の初期に，創唱者西田
天香とともに集団の創設に苦労した人々が，集
団が安定するにつれて，過去をノスタルジック
に思い起こしている姿を叙述している。これは
一つの例に過ぎないが，宗教加入者が，ある集
団に加入していく過程は，一般に上記の様なタ
ーナーによって示されたような形に従うといえ
よう。｝端の人”であった者も，次第に自らの
地位をその集団の中に見い出して，「構造」の
上にある宗教者として，安定した段階へと至る
のである。しかし，もしもリミナルな段階に留
まらざるを得ない事情があるならぱ，それに不
満を抱く諸個人は，その集団を離れていくであ
ろ㌔これは，集団からの離脱の問題にも関係
しており，また6節で扱うであろう。
4．加入の原因
宗教加入の原因をめぐる最も重要な理論は，
「社会的剥奪の壷論」である。これは，本来
「不満が社会運動の動機づけとなるという見
解」㈹を核心に持つ「社会運動の動機づけ理
論」である。この理論によれば，社会運動の源
泉には「杜会成員のいだくフラストレーショ
ン」旧4〕があり　「フラストレーションの度合は
相対的剥奪の程度によって決定される」㈱とさ
れ，この「相対的剥奪とは，成員のいだく期待
（価値期待）と欲求充足の機会可能性（価値能力）
の乖離」㈹で亭るとされる。しかも，この理論
は，「人々は，自己評価の基礎に，重要な他者
（significant　others）の標準をとって比較す
る」｛帥〕という単純な理論を出発点としている。
その意味で，この剥奪理論は，’非常に「相対的」
な自己評価（Se1f－appra三sal　and　eva1uation）
に依拠しているのであり，人によって剥奪の度
合は当然のことながら異なるものである。この
理論は，宗教加入の議論に応用され，「人々の
現実の充足水準と規範的な欲求水準（期待水準）
との比較から生じるところρ不満」㈹を，宗教
集団への加入動機とするという視点に受け入れ
られ，宗教加入時の意識等の研究に，大きな役
割を果たしている。
　この宗教集団への加入動機としての相対的剥
奪について，．先述のW．デービスの研究によれ
ば，チャールズ・グロック（Charles　Y．G1ock）’
は・「経済的剥奪，社会的剥奪，有機体的剥奪
（健康の剥奪），倫理的剥奪」の五つを，またデ
ービッド・エィバール（David凧Aber1e）は，
r所有物の剥奪，地位の剥奪，行動の剥奪，価
値の剥奪」の四つをあげているという㈹。デ
ービスは，この剥奪理論に関して，どのような
剥奪の要素が強調されようと，宗教は数々の相
対的剥奪に対する鵯補償”cOmpensatiOnとな
ると’述べている㈹。必ずしも，これらの相対
的剥奪状況が宗教加入に直結するとはいえない
であろう。とはいえ，少なくともデービスの言
によれば，宗教加入して信者となった者が，宗
教的上昇移動する源泉として，様々な剥奪，杜
会的疎外等が存在し，社会的剥奪を宗教的諸欲
求によって代理・補償させようとする枠組が存
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在しているのである。
　「宗教加入」即「剥奪理論」というように，
両者の問に単純に，強い相関関係があるなど
と，検証されていない関係性を前提として持つ
ことは避けなければならない。ただ，現代社会
の特に「現世利益」が強調される宗教において
は，この剥奪に対する「補償」を求めて宗教加
入するということは，かなりの程度の確率で検
証にi耐える仮説ではないかと考えられよう。宗
教社会学者R・1］バートソンも「相対的剥奪の
概念は，職人や下層中流階級の人間よりも，も
っと広い範囲に適用可能なものであるというこ
ことを考慮せねばならない」㈹と述べて，こ
の「社会的剥奪の理論」の有効性が，広範囲の
人間に及ぷことを示している。
　この社会的剥奪の諸点は，より簡単に言え
ば，先述した「現世利益」の問題と置き換える．
ことも出来る。すなわち現代の社会にあって，
多くの人々がいかに，自分に利するものを求め
ているかということと関係している。一般に
「貧・病・争」が，宗教加入の最も基本的な欲
求であることは，しばしば語られている。実際
に，筆者も一員として加わった大阪を念頭にお
いた「大都市近郊の民俗」調査u2〕によれば，
その都市の背景に，「生駒地区」が存在し・そ
こで展開される宗教現象の一部が明らかにな
り，そこに，都市在住者の「現世利益」に対す
る思いの強烈さが示された。たとえば，ある大
手の寺社の「絵馬」を逐一調査していくと・そ
こには，現代杜会において悩む多くの大衆の姿
が浮び上るととも」に，その苦悩の代償を求め
て，寺社に集う姿が赤裸々な形となって見られ
たのである。絵馬に示された願いは，あげれば
「家庭円満，入試合格，地位向上，商売繁盛，
良縁結縁，健康快復，開運厄除」と限りなく続
く。また，信者は，宗教集団に加入することを
通して獲得した，御利益体験に基づいて，さら
に集団に深く帰依していくことは，当然の帰結
である。絵馬が「人間の基本的モメントを表現
する」㈹　といわれる意味1幸，宗教集団に人々
がいかに多くの物を求めているかを明らかに示
している証拠とな孔しかも，さらに重要なこ
とは，単なる「殺那的な御利益信仰が，全人変
革的・永続的信仰となっていく」“4〕という事
実の存在である。これは明らかに，現世利益
が，杜会的剥奪が，宗教加入の一つの大きな原
因，動機づけになっていることを示しているの
である。
　さらに，宗教加入の動機に関して，「社会的
剥奪の理論」による宗教加入と並んで重要なも
のは，その個人を取りまく状況，特に宗教へと
動機づける人々または媒体の存在であ乱すな
わち宗教集団と加入する諸個人を繋ぐ存在，諸
個人を宗教加入へと向わせる人たち，すなわち
勧誘する宗教者の存在が問題となる。すでに宗
教集団への加入は，家族，知人，’友人親兄弟等
によって，勧められるということがよくいわれ
るように，これらの宗教集団と新規参入者の間
の仲立ちをする人物また宣伝媒体等の存在が問
題となる。確かに，近年「イペソト・カルト」
と言われるように，大量の宣伝や，イベントを
通して多くの信者を集める宗教集団も出てきて
いる。しかし，「人」を通じて，「人」に勧めら
れて，集団に加入する場合が多いことは。明ら
かにされている事実である。
　宗教集団そのものの持つ「魅力」も必要であ
る。W・デービスは，「崇教真光」のある遺場へ
の加入者の動機の調査を通して㈹，病気を理
由とすると答えたものに次いで，多くの者がそ
の宗教の「奇跡」や「霊」に，またその宗教そ
のものに対して興味を抱いていたことを加入動
機としていると報告している。この点について
は，次の節であらためて取り扱う。
　宗教そのものの持づ「魅力」による宗教加入
とともに，注目すべきことに，多くの信者が，
自ら進んで宗教集団に加入したというより，強
制的に加入させられているという事実がある。
これは，加入者の多くが，強制的に父母などの
勧めによって加入させられている場合が多くあ
るということに通じる。しかしいずれにせよ，
人々は，社会的剥奪に対する補償を求めて，ま
た知人，友人等の勧誘による動機づけ，あるい
宗教加入の諸段階--宗教加入の時間的経過に関する論点をめぐって--
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は強制的な条件，宗教そのものの持つ特性，魅
力等が媒介とされて，これらの幾層にも重なり
あう影響のもとに宗教加入が行われることとな
るのである。
5．加入後の状況
　「分離」の状態から宗教集団への加入がなさ
れた後，加入者はいかなる状況の下におかれる
のであろうカ・。社会的剥奪を補償するものを求
めて，あるいは知人に勧められて入会した信者
達は，いかに篤信の信者にかえられていくので
あろうか。
　加入者には，加入の結果として，まず前節に
おいて論じた「現世利益」，すなわち健康，地
位，富，幸運等が与えられることになろう。こ
の結果，信者はさらに深い満足感を得て，それ
が逆に宗教集団に加入した意味を強化する。つ
まり，剥奪に対する「補償」を求めて・「現世
利益」を求めて宗教集団に加入した信者達は，
今軍は・そのr補償」を獲得したことによって
得られる幸運，ないし集団そのものに対する
「魅力」に引きつけられ，獲得した満足感を通
して，他者に対しての自己評価を高め，さらに
宗教集団に加入したことによる深い意義を見い
出すことになる。
　加入後の問題をめぐって，加入者の「補償」
の獲得とともに，忘れることの出来ない事柄
は，加入者が加入した宗教そのものの持つ「魅
力」に強く引きつけられるということである。
これに関して，宗教集団において特に重要なも
のは，信者が宗教的教祖の持つ魅力，教祖のカ
リスマ性に引き付けられるということである。
宗教に加入した者達が，「随喜者」と称される
場合がある。これは，苦難の中にも宗教的創唱
者に従って，コムニタスを作り上げていく人々
のことをいう。M。ウェーバーは，宗教の発犀
　　　　　　　　　　　　　プ’フレコギオンに関して，「一つの宗教性が，書物宗教一中
略一へと発展する過程で実際に重要なのは，
祭司による教育そのものが，最も古い純粋なカ
リメマ的段階から文書による教化へと発展する
という点である」㈹と述べている。宗教が，
「書物宗教」への発展を遂げる前の段階，この
「カリスマ的段階」において，宗教的創唱者の
持つ特別な資質に，なによりも宗教加入者が魅
了され，さらに創唱者の語る言葉を文章化し，
「文章による教化」を通して，宗教がさらに広
く受け入れられていくのである。
　上記のウ干一バーの言に従えば，カリマス的’
特質等による宗教そのものの「魅力」に加え
て，さらにまた宗教そのものの持つ吸引力とし
て問題になるのは，その宗教の持つ「書物性」
ということもいえよ㌔宗教は，組織化する．に
つれて，超自然的存在からカリスマ的預言者に
授けられたものが，正典化されていくものであ
る。ウェーバーが，「正典の成立は，普通，過
去のある一定の時期だけが預言者的カリスマを
授けられていたのであるという理論に裏付けら
れている」｛柵と述べているように，ある特定
の時期に，それも特定の人物としての預言者的
カリスマに授けられた「宗教的理想」が，つ．ま
り日常生活の苦悩を超越した正典化した理想に
よって，加入者はさらに引きつげられていく。
新興宗教等については，必ずしもr書物宗教」
としての意味合いを持つ場合が少ないとして
も，伝承等の形式で預言者的カリスマの言が後
世に伝えられるように，その言の中の「理想」
（The　Ideal）そのものが，加入する諸個木に対
する大きな吸引力となるのである㈹。もちろ
ん，この「理想は，しばしばユートピア的な
または終末論的な言葉で叙述される場合が多
い」㈹。諸個人は，この「終末論的な言葉」の
中に，自分ρ救いを見い出していくのである。
　W・デービスによれば，諸個人に加入動機を
提供する宗教集団の側の重要な要索として，宗
教そのものの持つ「理想」とともに’「問題性」
（The　Prob1em），またその「方法」（The　Way）
をあげている。これらの概念の説明に関して，
デービスは，「キリスト釧戸おける堕落The
Fa11または罪The　Sinが，問題性The　Prob一
工emである」｛50〕と述べている。この場合，「堕
落」は人間の現実像を示すものということが出
宗教加入の諸段階--宗教加入の時間的経過に関する論点をめぐって--
Page:6無断転載禁止。　
来，それは「理想」に相反する概念でもある。
さらに「方法」は，「理想」を実現するための
「方法」または「道」（ドー）である。これは，
宗教儀礼である場合が多く，その「方法」また
は「道」を通じて，または「修行」等を通し
て，人々はさらに宗教集団の中に組み込まれ
る。これらの「問題性」，「理想」，「方法」また
は「道」は，宗教そのものの側が，一般の信者
に提示する特性であり，信者の側からいえば，
それは宗教の持つ「魅力」となるのである。こ
れらの概念は，既成の理論的概念からいえば，
宗教における「神義論」（Theodicy）の問題に
も関連している。ウェーバーによれば，神義論
に関する諸問題の解決は，「神概念の形成と，
さらにまた罪観念および救済観念の正確づけの
仕方と最も緊密な関係を持っている」t51〕もので
ある。確かに，この神義論は，ユダヤ教やイス
ラム教に深く関連したものであり，「メシア的
終末論」と密接に関係した宗教にのみ関連した
事柄かもしれない。しかし，これは，「此岸に
　　　　　　　　　　　　アウスグライヒおいていつか現れるであろう償いを支持して，
義なる償いが授けられるとする」｛52〕ものであ
る限り，どの宗教にも共通したものであると考
えられるのであり，宗教の「理想」と切．り離し
て考えることは出来ない。ウェーバーは，「力
ある英雄または一なる神が一中略一姿を現
わし，その信奉者達をしてそれぞれにふさわし
い位置につかせるであろう」㈱と述べている。
神義論は，「インドの『業』の教説，いわゆる
霊魂輸廻信仰の独特な成果」㈹でもあると述
べている。すなわち，「世界とは，倫理的な応
報関係がくまなく張りめぐらされた一つの秩序
ヌ界」㈹であり，「この世の生における倫理的功
徳は天上への再生をもたらすことができる」t5？
とする。これこそ仏教の神義論の核心であろ
う。いうなれば，宗教加入者は，この神義論の
救済観とも関連した「理想」，「問題性」，「道」
に魅了されて，自らの本質を問いつつ宗教を実
践しつつ，r神仏」の最終的救済を求めて，生
きることになるといえよう。現実の社会の中で
苦悩する諸個人が，宗教集団が与えてくれる
「理想」に引きつけられているのである。
　次に，宗教集団に加入して後，自らの地位を
もその集団の中に獲得した信者の状態は，どう
なるのであろうか。これは，簡単に言えば，W．
ターナーのいう「構造」の次元に達した者達の
取る段階に関係している。「構造」の次元にお
ける信者達は，加入直後の「不安定」な状況を
克服して集団の中に「理想」を見い出し，「自
らの「道」を求めつつ，宗教的に多分に「安
定」した段階に至るとされる。ただしこの安定
した状況は，宗教集団に必ずしも満足している
ということと一致するものではない。「構造」
といわれるような宗教組織の中に組み入れられ
て，安定した地位を持つ段階に至ると，当然そ
の組織の持つ規範的秩序に適応出来ない状況も
出てくる。その中である者は，昔のコムニタス
の段階，加入直後に宗教活動に熱中した段階を
懐かしみつつ，組織の規範に身を委ねていく。
一方，その宗教集団の秩序についていけない者
達は，その教団から出て行こう’とする。宗教集
団の活動からドロップアウトし，あらためてそ
の集団以外の所に自らの満足を得ようと試みる
ようになる。それは，次の集団に対しては「分
離」の段階である。宗教集団に対する不満の状
況は，その集団に入る前，様々な点において，
社会に対して不満を抱いた段階に逆戻りする。
一度加入した集団に留まるか出て行くかは，そ
の集団に対する満足感や，組織の中に組み込ま
れてしまったという組織的必然性によって決ま
るようであ孔新しい集団に無我夢中に加わる
段階，その集団に加入した当初に見られる「移
行期」の情熱は捨て去られ，「安定」した「構
造」の中で，過去をノスタルジックに回顧しつ
つ生きるか，またはその集団を離脱するという
ことになるのである。
6．おわりにかえて一集団からの
　　離脱一．
宗教集団の加入をめぐってのポイントを問題
としてきたが，最後に指摘しておかねばならな
宗教加入の諸段階--宗教加入の時間的経過に関する論点をめぐって--
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いのは，集団からの離脱の問題である。この点
に関して注目されるべきは，r新新宗教」等の
カルト的な宗教集団に加入した者が，その集団
を離れる際に問題となる「デプログラミング」
の問題である。今日，宗教集団に入った子弟
を，その親達が，集団から引き離そうとするこ
とが，新聞誌上でもしばしば取りあげられてい
る。我国においても，たとえば，「若い女性の
誘拐，神隠しとして騒がれたイヱスの方舟事
件」蜥〕において，親たちが，失瞭した若い女
性を，必死に奪い返そうとしたニュースは，ま
だ耳に新しい。これに類似したニュースは，今
なお後を絶たないし，新しい宗教が生じる度
に，子弟をその宗教集団から離脱させようとす
る類似の事件が生じ，裁判闘争すらまれのこと
ではない。宗教集団の教義等中味は別問題とし
ても，実際にある特定の集団に対して，子弟が
そこに入らないように親達に注意を喚起する書
物さえ出版されている現実がある。
　「都市化・’核家族化」によづて，「伝統的宗教
基盤の崩壊」ということが多くの宗教社会学者
によって指摘されている㈹。これは，r世俗化」
という視点でもとらえられよう。しかし，他面
においては，中でも都市地域を中心に，婦人層
を巻き込んで発展していった「新宗教」の展開
とともに，宗教集団から離脱する信者の問題が
脚光を浴びることとなった。たとえば，ある宗
教集団に加入した主婦が，その布教活動によっ
て家庭生活が破壊されたとして，夫から離婚訴
訟が行われたり，夫が妻に家庭復帰を促す投書
記事を新聞誌上に見かけることも多い。すなわ
ち，宗教集団が，布教や伝道，あるいは近年多
くのマスコミやイペントを媒介として，信者を
集めようとするに対して，一方その宗教集団に
入った者，特に若者達，婦人達を逆にその集団
カ・ら「逆回心」させる過程，離脱させる過程が
問題となってきているのである。近年「新新宗
教」と呼ばれる諸宗教に帰依した若者を，その
宗教集団から引き離すための方策が，宗教集団
へのプログラミングに対して，デプログラミン
グという形で論議され始めたのである。
　一般に，デプログラミングとは，’「若い成人
を新宗教から引き離すための様々なテクニッ
ク」㈹のことを指していう。それはまた，「新
新宗教」等が代表する「カルトのメンバーが洗
脳されているという前提にたって」㈹おり，
宗教集団に対して，「メンバーは自立的な批判’
的判断ができないため集団から物理的に引き離
す（誘拐される）ことが必要だ」という視点に
たっている‘61〕。このデプログラミングは，一
方では，カルト的な新宗教からの若者を「解
放」するわざであると評価されるに対し，また
一方，信者を無理やりに宗教集団から引き離す
という点において，「精神的な集団暴行」㈹で
あると両極的評価がなされている。宗教集団に
取りこまれた信者は，当然，教団から「集団を
去りたいという誘惑を拒むようにプログラミン
グされている」㈹㌧それに対し，たとえば，親
達はみずからの子弟である信者をその所属集団
から離脱させるために，デプログラミングしょ
うとする。宗教集団の子弟への「洗脳」に対し
て挑戦するのである。親達は，デプログラミン
グの意図のもとに，子弟を所属集団から引き離
し，彼らを隔離して「宗教的献言を捨てるよう
に説得」㈱することになるのである。おそら
く，正体不明の宗教集団が増加するにつれて，
デプログラミングの問題は，宗教研究にとって
重きをなす論点となるであろう。
　宗教加入に関して，諸個人が，宗教集団に入
る直前の状態から，宗教集団を離脱する問題ま
でを時間的経過を考慮しつつ羅列的にたどって
みた。すでに提示した通り，宗教集団の加入を
めぐる論点については，かなり広範囲な宗教
論，集団論，儀礼論等の検討を必要とすること
が明かになった。ある個人が宗教集団に入って
出て行くまでの過程には，その宗教の持つ様々
な特質を介在させた人間と集団のドラマが存在
しているということが出来よう。宗教カロ入をめ
ぐる問題の所在を確認するだけでもかなりの論
点の整理が必要となる。また稿をかえて，特定
の宗教集団に焦点をあてて，その宗教加入の論
点を問題としたいと願っている。
宗教加入の諸段階--宗教加入の時間的経過に関する論点をめぐって--
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